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 令和７年度薬事調査結果報告書 

 

１．調査の目的 

近年、医薬品の安全対策や副作用管理の重要

性は、医療現場で一層高まっている。特に、医

薬品リスク管理計画（以下「ＲＭＰ」）は、医

薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の

確保等に関する法律に基づき、製薬企業が策

定・提供するものであり、副作用の予防や早期

発見、患者への適切な情報提供を推進する上で

重要な役割を果たしている。 

今回、「薬事調査」事業の一環として、都内

病院におけるＲＭＰ利活用状況の把握と今後の

課題抽出を目的に実態調査を行い、その結果を

行政施策に反映する。 

 

２．調査の対象 

 東京都内全病院（６２９施設） 

 

３．調査期間 

 令和８年２月４日（水曜日）から同月１８日

（水曜日）まで 

 

４．調査方法 

 東京都内全病院宛てにメールにて調査を依頼

した。回答方法は自治体専用デジタル化総合プ

ラットフォーム「ＬｏＧｏフォーム」にて回答

を受け付けた。 

 

５．回答状況 

 ２２８施設から回答を得た。 

（回答率３６．２％） 

 

６．調査項目 

【病院規模・病院種別等について】 

（１）病床数 

（２）病院種別 

（３）薬剤師数（常勤換算） 

（４）院外処方率 

 

【ＲＭＰの活用状況について】 

（１）ＲＭＰの認知度・理解度 

（２）ＲＭＰの入手方法 

（３）院内でのＲＭＰ活用状況 

（４）ＲＭＰ情報の共有方法 

（５）ＲＭＰに関する教育・研修 

（６）ＲＭＰ活用上の課題 

（７）ＲＭＰ情報の改善要望 

（８）医薬品安全対策への活用 

（９）現場での工夫、課題、他職種との連携事

例（自由記述） 

 

【患者向けＲＭＰ資材の活用状況について】 

（１）患者向けＲＭＰ資材を配布している対象 

（２）患者向けＲＭＰ資材を配布するタイミン

グ 

（３）患者向けＲＭＰ資材配布時の説明・指導

内容 

（４）患者向けＲＭＰ資材の活用にあたり、現

場での課題や工夫（自由記述） 
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７．調査結果 

 

調査結果のとりまとめにあたっては、趣旨を

損なわない範囲で修正・要約をしています。 

調査結果の割合については整数で表している

ため、合計が１００％にならない場合がありま

す。 

 

【病院規模・病院種別等について】 

（１）病床数 

選択肢 回答数 割合 

２０～５０床 １９ ８％ 

５１～１００床 ４１ １８％ 

１０１～２００床 ６７ ２９％ 

２０１～３００床 ３５ １５％ 

３０１～５００床 ３８ １７％ 

５０１床～ ２８ １２％ 

 

    

            
 

（２）病院種別（複数回答可） 

選択肢 回答数 割合 

特定機能病院 １７ ７％ 

地域医療支援病院 ５７ ２５％ 

臨床研究中核病院 ２ １％ 

その他 １５２ ６７％ 

 

  

           

 

（３）薬剤師数（常勤換算） 

選択肢 回答数 割合 

１人 １５ ７％ 

２～１０人 １３７ ６０％ 

１１～３０人 ４５ ２０％ 

３１～５０人 １３ ６％ 

５１人～ １８ ８％ 
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（４）院外処方率 

選択肢 回答数 割合 

０％ ８ ４％ 

０％超～２０％ ３５ １５％ 

２０％超～５０％ ４ ２％ 

５０％超～８０％ １３ ６％ 

８０％超～１００％ １６２ ７１％ 

不明／データなし ６ ３％ 

   

             

 

【ＲＭＰの活用状況について】 

（１）ＲＭＰの認知度・理解度 

選択肢 回答数 割合 

薬剤部（薬局）として十分

に理解し活用している…① 

３７ １６％ 

一部の職員が理解・活用

している…② 

１０１ ４４％ 

部分的に理解している…

③ 

６４ ２８％ 

名前は知っているが内容

は把握していない…④ 

２３ １０％ 

全く知らない…⑤ ３ １％ 
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病床規模別にみたＲＭＰの認知度・理解度 

選択

肢 

20～

50 床 

51～

100床 

101～

200床 

201～

300床 

301～

500床 

501床

～ 

① 5(26) 6(15) 9(13) 4(11) 4(11) 9(32) 

② 7(37) 11(27) 28(42) 18(51) 24(63) 13(46) 

③ 5(26) 14(34) 22(33) 11(31) 8(21) 4(14) 

④ 2(11) 9(22) 7(10) 2(6) 2(5) 1(4) 

⑤ 0(0) 1(2) 1(1) 0(0) 0(0) 1(4) 

（）内は病床区分ごとにみた回答割合（％） 

 

病床数別にＲＭＰの認知度・理解度を比較す

ると、病床規模が大きい病院ほど理解・活用が

進んでいる傾向が認められた。特に３０１床以

上の病院では、①「十分に理解し活用してい

る」または②「一部の職員が理解・活用してい

る」との回答割合が高かった。 

 

 

 

（２）ＲＭＰの入手方法（複数選択可） 

選択肢 回答数 割合 

製薬企業（ＭＲ）からの 

情報提供 

１３８ ６１％ 

ＰＭＤＡウェブサイト １８８ ８２％ 

学会 ６ ３％ 

医薬品卸売販売業者 ３５ １５％ 

その他 ５ ２％ 

入手したことがない １８ ８％ 

 

ＲＭＰの入手方法として最も多かったのが、

「ＰＭＤＡウェブサイト」（１８８件）、次い

で「製薬企業（ＭＲ）からの情報提供」（１３

８件）であった。 

一方で、「入手したことがない」（１８件）

という回答も見られた。 

《その他》 

・ＤＩ業務支援ソフトウェア 

 

（３）院内でのＲＭＰ活用状況 

（複数選択可） 

選択肢 回答数 割合 

医薬品の新規採用時の 

検討資料として活用 

１２０ ５３％ 

副作用情報の管理・共有 １２２ ５４％ 

患者説明・服薬指導 ８２ ３６％ 

院内研修・教育 ４８ ２１％ 

医師・看護師等 

他職種への情報提供 

８２ ３６％ 

その他 ３ １％ 

活用していない ４４ １９％ 

 

 ＲＭＰの活用方法としては、「副作用情報の

管理・共有」（１２２件）や「医薬品の新規採用

時の検討資料として活用」（１２０件）が多い結

果となった。 

また、「活用していない」という施設も理由と

ともに確認できた。 
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《その他》 

・ＤＩ担当者が情報収集ツールとして活用 

・添付文書に記載のない有害事象発生時に、被

疑薬を検討する際の情報源 

・ヒアリングの参考資料 

《活用していない理由》 

・ＲＭＰの必要性を感じない、又は活用の目的・

方法が分かりにくい。 

・添付文書、インタビューフォーム、適正使用

ガイド、学会ガイドライン等、他の医薬品情

報資材と内容が重複しており、これらの資料

を優先して確認している。 

・メーカー発行のパンフレット等、他の資料の

方が見慣れており、ＲＭＰを参照する機会が

ない。 

・情報量が多く、内容が専門的であるため、把

握に時間を要する。 

・ＲＭＰを活用する薬剤を取り扱う機会がない。 

・時間や人員の不足により実務上活用できない。 

 

（４）ＲＭＰ情報の共有方法（複数回答可） 

選択肢 回答数 割合 

電子カルテへの 

添付・リンク 

２７ １２％ 

院内掲示板・ 

イントラネット 

４３ １９％ 

メール配信 １９ ８％ 

定期会議・ 

カンファレンス 

７０ ３１％ 

その他 ２１ ９％ 

共有していない ９２ ４０％ 

 

 ＲＭＰ情報については、「共有していない」

（９２件）が最も多い結果となった。共有方法

としては「定期会議・カンファレンス」（７０

件）が多かった。 

《その他》 

・薬事委員会の採用検討時に共有 

・新薬採用時の情報提供文書 

・病棟など関係各所への配布回覧 

 

（５）ＲＭＰに関する教育・研修（複数回答可） 

選択肢 回答数 割合 

医師・看護師等他職種向け

に実施している…① 

２６ １１％ 

薬剤部（薬局）のみ実施し

ている…② 

６５ ２９％ 

外部研修に参加している

…③ 

１２ ５％ 

その他…④ ３ １％ 

実施していない…⑤ １４４ ６３％ 

 

 ＲＭＰに関する教育・研修については「実施

していない」（１４４件）が最も多かった。 

また、実施している場合でも「薬剤部（薬局）

のみ実施している」（６５件）が多かった。 

《その他》 

・学生向けに実施 

・製品説明会への参加 

・全職種向けに医薬品安全対策として薬剤科が

講演 

 

病床規模別にみたＲＭＰに関する教育・研修 

選択

肢 

20～50

床 

51～

100床 

101～

200床 

201～

300床 

301～

500床 

501床

～ 

① 4(17) 8(17) 7(10) 2(5) 2(5) 3(9) 

② 5(22) 10(22) 13(18) 11(30) 13(33) 13(39) 

③ 3(13) 1(2) 3(4) 2(5) 1(3) 2(6) 

④ 0(0) 1(2) 1(1) 0(0) 0(0) 1(3) 

⑤ 11(48) 26(57) 48(67) 22(59) 23(59) 14(42) 

（）内は病床区分ごとにみた回答割合（％） 

 

病床規模別にみると、いずれの規模において

もＲＭＰに関する教育・研修を⑤「実施してい

ない」との回答が最も多かった。病床規模が大

きい病院では、②「薬剤部（薬局）のみ実施して
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いる」との回答が増加していたが、①「医師・看

護師等他職種向けに実施している」との回答は

病床規模によらず低い水準にとどまっていた。 

 

（６）ＲＭＰ活用上の課題（複数回答可） 

選択肢 回答数 割合 

情報量が多すぎて現場で

使いづらい…① 

１０４ ４６％ 

内容が専門的で分かりづ

らい…② 

５１ ２２％ 

現場への浸透・周知が不

十分…③ 

１２３ ５４％ 

時間や人員の不足…④ １０７ ４７％ 

その他…⑤ １８ ８％ 

特に課題はない…⑥ １８ ８％ 

 

 ＲＭＰ活用上の課題については、「現場への

浸透・周知が不十分」（１２３件）や「時間や人

員の不足」（１０７件）といった現場視点からの

課題が多く挙げられた。 

また、「その他」として多様な課題が挙げられ

た。 

《その他》 

・企業によって内容にばらつきがある。 

・情報量が多く、かえって重要なリスク情報が

把握しにくい。 

・ＲＭＰは本来、企業が策定する管理計画書で

あるため、現場での活用に当たっては整理が

必要である。 

・薬剤師が実務で活用するためのツールとして

は使いにくい。 

・薬剤師以外の職種において、添付文書と RMP

の違いが理解されにくい。 

・ＲＭＰ情報の管理・更新が煩雑である。 

 

 

 

 

病床規模別にみたＲＭＰ活用上の課題 

選択

肢 

20～50

床 

51～

100床 

101～

200床 

201～

300床 

301～

500床 

501床

～ 

① 9(28) 17(26) 32(25) 19(29) 16(22) 11(20) 

② 1(3) 8(12) 13(10) 12(18) 10(14) 7(13) 

③ 10(31) 19(29) 36(28) 12(18) 23(31) 23(42) 

④ 10(31) 18(27) 36(28) 16(24) 18(24) 9(16) 

⑤ 0(0) 0(0) 5(4) 6(9) 3(4) 4(7) 

⑥ 2(6) 4(6) 6(5) 1(2) 4(5) 1(2) 

（）内は病床区分ごとにみた回答割合（％） 

 

病床規模別にみると、病床規模の大きい病院

では③「現場への浸透・周知が不十分」を課題と

して挙げる割合がやや高かった。一方、病床規

模の小さい病院では、④「時間や人員の不足」が

相対的に多く挙げられていた。 

 

（７）ＲＭＰ情報の改善要望（複数回答可） 

選択肢 回答数 割合 

内容を現場向けに 

分かりやすくしてほしい 

１２８ ５６％ 

提供方法（電子化・検索性

等）を工夫してほしい 

７６ ３３％ 

情報量を 

整理・要約してほしい 

１３１ ５７％ 

他職種との連携を意識し

た内容にしてほしい 

１０７ ４７％ 

その他 １２ ５％ 

特に要望はない ２９ １３％ 

 

 ＲＭＰ情報の改善要望については、「情報量

を整理・要約してほしい」（１３１件）や「内容

を現場向けに分かりやすくしてほしい」（１２

８件）といった意見が多かった。 

《その他》 

・ＲＭＰ情報を、添付文書等の参照頻度が高い

資料からも確認できるよう、記載又はリンク

を設けてほしい。 
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・現場の薬剤師が臨床でどのように活用すれば

患者のリスク低減につながるかという視点を

取り入れてほしい。 

・ＲＭＰ情報の更新時には、速やかに内容を反

映してほしい。 

・リスクの記載方法について、添付文書の副作

用分類（例：「過敏症」「肝臓」等）のように、

より分かりやすい整理を工夫してほしい。 

 

（８）医薬品安全対策への活用 

選択肢 回答数 割合 

非常に役立っている １０ ４％ 

ある程度役立っている １２４ ５４％ 

あまり役立っていない ５７ ２５％ 

全く役立っていない ６ ３％ 

わからない ３１ １４％ 

 

           
 医薬品安全対策への活用については「非常に

役立っている」（１０件）または「ある程度役立

っている」（１２４件）という回答が５８％であ

った。 

（９）現場での工夫、課題、他職種との連携事例 

《ＲＭＰの活用方法・現場での工夫》 

・新規医薬品採用時やヒアリング時の参考資料

の一つとして活用している。 

・重要な特定されたリスク、重要な潜在的リス

クを、副作用モニタリングや被疑薬・代替薬

検討の参考として用いている。 

・新薬採用時の情報提供文書や薬事委員会資料

に、ＲＭＰの重要なリスクを整理・記載して

いる。 

・ＲＭＰの内容を要約した資料を作成し、薬事

委員会資料等に活用している。 

・抗がん剤等について、ＲＭＰや適正使用ガイ

ドの記載を確認し、院内作成のレジメンに反

映している。 

《ＲＭＰの内容・構成に関する課題》 

・情報が多いため、現場での情報の取捨選択が

困難である。 

・簡潔に整理した要約版があるとよい。 

・「通常の／追加のリスク最小化活動」等の用

語が難解で、具体的な行動につながりにくい。 

・６年制卒の薬剤師であっても十分に理解でき

ていない場合があり、基礎的な説明が必要で

ある。 

・実務上は、インタビューフォームを優先して

確認してしまう傾向がある。 

・ＲＭＰ自体が、薬剤師を含め十分に浸透して

いないとの認識がある。 

・他職種から、添付文書とＲＭＰの違いが理解

されにくいとの意見がある。 

《他職種との連携・情報共有事例》 

・薬事審議会、医療安全管理委員会、医療安全

推進カンファレンス等で情報共有を行ってい

る。 

・問い合わせや疑義照会の内容を整理し、医薬

品安全対策委員会や院内研修を通じて多職種

と共有している。 
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《今後の活用に向けた意見》 

・ＲＭＰを活用した具体的な事例紹介があれば、

現場での活用イメージが持ちやすい。 

・活用方法等の具体的な情報や資料が手軽に入

手できれば、現場での活用手段が広がる。 

 

【患者向けＲＭＰ資材の活用状況について】 

（１）患者向けＲＭＰ資材を配布している対象 

選択肢 回答数 割合 

新規に医薬品を処方さ

れた患者 

７４ ３２％ 

副作用リスクの高い医

薬品を服用する患者 

７６ ３３％ 

医薬品の変更・追加があ

った患者 

５２ ２３％ 

その他 ９ ４％ 

配布していない １１３ ５０％ 

 

患者向けＲＭＰ資材を配布については「配布

していない」（１１３件）が最も多い結果とな

った。配布している対象としては「新規に医薬

品を処方された患者」（７４件）や「副作用リス

クの高い医薬品を服用する患者」（７６件）が

挙げられた。 

《その他》 

・電子カルテ上の薬剤情報提供書の内容が不十

分な場合に、補足資料として活用している。 

・ＲＭＰ資材のある医薬品を服用している患者

全員を対象として配布している。 

・明確な配布基準は設けておらず、必要と判断

した場合に配布している。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）患者向けＲＭＰ資材を配布するタイミン

グ（複数回答可） 

選択肢 回答数 割合 

診察時（医師による説明

時） 

３７ １６％ 

薬剤交付時（薬剤師によ

る服薬指導時） 

９３ ４１％ 

入退院時 ４７ ２１％ 

定期的なフォローアッ

プ時 

２１ ９％ 

その他 ７ ３％ 

配布していない １１５ ５０％ 

患者向けＲＭＰ資材を配布するタイミングと

しては「薬剤交付時（薬剤師による服薬指導時）」

（９３件）が最も多かった。 

《その他》 

・必要時に配布している。 

・新たな薬剤が採用されたときや、新規に患者

へ処方されたときに配布している。 

・治療開始前から、調剤時・服薬指導時、治療開

始後まで、状況に応じてさまざまなタイミン

グで使用している。 

 

（３）患者向けＲＭＰ資材配布時の説明・指導

内容（複数回答可） 

選択肢 回答数 割合 

副作用や注意事項等につ

いて患者とともに確認し

ながら説明している 

４３ １９％ 

副作用や注意事項等に

ついて説明している 

４９ ２１％ 

患者からの質問に対応

している 

１１ ５％ 

配布のみで、特段の説明

は行っていない 

７ ３％ 

その他 ３ １％ 

配布していない １１５ ５０％ 
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患者向けＲＭＰ資材配布時の説明・指導内容

については「副作用や注意事項等について患者

とともに確認しながら説明している」（４３件）

または「副作用や注意事項等について説明して

いる」（４９件）という回答が４０％であった。 

《その他》 

・資材の内容と配布のタイミングによる 

 

（４）患者向けＲＭＰ資材の活用にあたり、現

場での課題や工夫 

《活用にあたっての課題》 

・情報量が多く、患者や家族が内容を理解しき

れない、または資材が未読となる。 

・配布物が多くなることで、患者の理解力が低

下する。 

・文字中心の資料は高齢者にとって理解が困難

である。 

・動画資料は視聴時間が長いと負担となる。 

・ＲＭＰ以外にも患者向け資材が多数存在し、

ＲＭＰ資材との内容の整合性や使い分けが整

理されていない。 

・同一医薬品であっても、メーカーや先発品・

後発品により記載方法が異なっている。 

・資材の置き場所や保管方法、改訂情報の管理

が負担となっている。 

・ＭＲが医師へ直接提供した資材については、

院内での管理が十分でない。 

・ＲＭＰに対する理解が十分でなく、院内向け

資材と患者向け資材の区別が分かりにくい。 

《工夫》 

・要点を簡潔に説明し、折に触れて繰り返し説

明している。 

・医薬品への不安により服薬拒否とならないよ

う、内容を確認した上で配布している。 

・高齢者に配布する資材では、簡潔な内容と大

きな文字を用いている。 

・画像、イラスト、図説等を用いた分かりやす

い表現や、短時間の動画資料の活用を検討し

ている。 

・本人が薬を管理する患者には、資材を薬袋に

入れて毎回配布している。 

・患者配布用資材を各診察室に配置し、必要時

に配布できるよう準備している。 

・薬剤科内で資材を整理し、医師や看護師も含

めて利用しやすい体制を整えている。 

 

８．考察 

今回、都内病院を対象に、ＲＭＰの認知度や

活用状況、課題等について実態調査を実施した。

その結果、ＲＭＰは多くの医療機関において一

定程度認知されており、新規医薬品採用時の検

討資料や副作用情報の管理・共有等の場面で活

用されていることが確認された。また、医薬品

安全対策への貢献度についても、「非常に役立っ

ている」または「ある程度役立っている」と回答

した施設が過半数を占めており、ＲＭＰが医薬
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品の適正使用や安全対策の一助となっている実

態がうかがえる。 

一方で、ＲＭＰの活用状況には施設間で差が

見られ、「活用していない」と回答した施設も一

定数存在した。その理由としては、「情報量が多

く現場で使いづらい」「内容が専門的で分かりに

くい」「時間や人員が不足している」「現場への

浸透・周知が不十分」といった意見が多く、ＲＭ

Ｐを現場で活用する上での運用面の課題が障壁

となっていることが明らかとなった。 

ＲＭＰの入手方法としてはＰＭＤＡウェブサ

イトや製薬企業からの情報提供が主であり、多

くの施設で情報自体は入手されているものの、

院内での情報共有や教育・研修については「実

施していない」との回答が多数を占めていた。

このため、ＲＭＰの活用が薬剤部内にとどまっ

ている施設も多いことが示唆された。他職種と

の情報共有や連携が十分に図られていない実態

は、ＲＭＰが想定する多職種による医薬品安全

管理の観点から、今後の課題であると考えられ

る。 

また、患者向けＲＭＰ資材については、半数

の施設で「配布していない」との回答があり、配

布している場合であっても対象やタイミングに

ばらつきが見られた。「情報量が多く理解しづら

い」「他の患者向け資材との整理ができていない」

といった課題が挙げられており、患者の理解促

進に向けた工夫が求められている。 

これらの結果から、ＲＭＰは医薬品の安全対

策において重要な役割を担う仕組みである一方、

その有効性を十分に発揮するためには、現場の

業務実態を踏まえた情報整理や活用方法の工夫

が不可欠であることが示唆された。今後、東京

都においては、本調査で明らかとなった課題を

踏まえ、関係機関と連携しながら、情報提供や

普及啓発のあり方について検討していく必要が

ある。 


